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No.

委員会報告… …………………… 4-5P  

村政そこが知りたい………………8P

インタビュー………………………12P

補正予算

Pick Up

2
定住促進住宅建設

補正予算

Pick Up

1
土地改良事業計画

■上生坂万平にブドウ畑整備計画。10年度栽培開始へ■上生坂万平にブドウ畑整備計画。10年度栽培開始へ

子ども・子育て支援事業充実
補正予算

Pick Up

3
■令和6年2月、単身者向け（1LDK）

住宅2棟建設予定
■チャイルドシート・ベビーカー無償貸出事業
チャイルドシート新規購入・月200円→無償化

■お祝いギフト事業
小学校入学前に学用品のプレゼント



議案等の審査結果
賛成･･･〇　反対･･･×　欠･･･欠席　除･･･除斥　議長･･･※

令和6年6月定例会
審議した議案との結果

審
査
結
果

島　

幸
恵

山
本
吉
人

藤
澤
幸
恵

望
月
典
子

字
引
文
威

平
田
勝
章

吉
澤
弘
廸

太
田　

譲

報
告

生坂村税条例の一部を改正する条例（専決処分） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

生坂村国民健康保険税条例の一部を改正する条例（専決処分） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

令和５年度一般会計補正予算（専決処分） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

令和5年度生坂村一般会計繰越明許費について 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

事
件
案

生坂村移住者田舎体験ハウスの指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

条
例
案

生坂村税条例の一部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

補
正
予
算

令和６年度生坂村一般会計補正予算 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

追
加
議
案

生坂村固定資産評価委員会委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

生坂村教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

請
願

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に
戻すこと」を長野県知事に求める請願 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採択を求
める請願 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

陳
情

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行う
ことを求める陳情 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める陳情 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 × ※

賛成･･･〇　反対･･･×　欠･･･欠席　除･･･除斥　議長･･･※

令和6年5月14日臨時会
審議した議案との結果

審
査
結
果

島　

幸
恵

山
本
吉
人

藤
澤
幸
恵

望
月
典
子

字
引
文
威

平
田
勝
章

吉
澤
弘
廸

太
田　

譲

事
件
案

建設工事請負契約の締結について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

追
加
議
案

平田勝章議員に対する処分要求について 可決 × 〇 〇 〇 〇 － 〇 ※

山本吉人議員に対する処分要求について 可決 × － 〇 〇 〇 〇 〇 ※

藤澤幸恵議員に対する処分要求について 可決 × 〇 － 〇 〇 〇 〇 ※

望月典子議員に対する処分要求について 可決 × 〇 〇 － 〇 〇 〇 ※

字引文威議員に対する処分要求について 可決 × 〇 〇 〇 － 〇 〇 ※

吉澤弘廸議員に対する処分要求について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 － ※
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令和6年度6月補正予算の内容令和6年度6月補正予算の内容（主な収支）（主な収支）
※数値は四捨五入

歳　入
地方交付税 717万円
分担金及び負担金 1,862万円
国庫支出金 3,015万円
県支出金 2,221万円
諸収入 1,710万円
村債 7,370万円

歳　出
議会費 59万円 議事録作成業務59万円

総務費 6,271万円 村民会館屋上防水改修工事 869万円
元気づくり支援金事業（いくさか創造の森事業） 616万円
第2のふるさとプロジェクト事業 1,501万円
事業貸付金 1,601万円
調整給付金関係 1,139万円　ほか

民生費 1,514万円 元気づくり支援金事業（お出かけをもっと楽しく、もっと便利に事業） 43万円、
非課税世帯臨時特別給付金 230万円
チャイルドシート購入 30万円
やまなみ荘浴室・厨房改修工事設計業務委託 990万円　ほか

衛生費 △333万円 下生坂南部ゴミステーション修繕料 20万円　ほか

農林水産業費  2,584万円 下生野南部交流センター改修工事関係 130万円
最適土地利用総合対策事業 1,274万円
鳥獣被害防止柵補修（日岐区） 23万円
土地改良事業計画概要書作成業務（上生坂区万平） 300万円
村単水路・農道整備工事 270万円　ほか

商工費 4万円

土木費 6,543万円 定住促進住宅建設工事関係（上生坂区卒倒坂） 3,236万円
定住促進住宅建設予定地造成工事（上生坂区上手）3,300万円　ほか

消防費 77万円 気象観測装置改修委託業務 77万円

教育費 176万円 元気づくり支援金事業（「一星亭」周知・再生プロジェクト事業） 85万円　ほか

■一般会計　　　〈補正額〉1億6,895万円　　〈総額〉３３億０,５９５万円

議 　 会 　 日 　 誌
4月 

11日　議会だより編集委員会
17日　議会だより編集委員会/道の駅いくさかの郷定例会
18日　県道清掃/やまなみ荘定例会
22日　ゼロカーボン推進プロジェクト会議
24日　「はるかぜ」検討委員会
25日　生坂農業未来創りプロジェクト会議
27日　道の駅いくさかの郷5周年記念式典
30日　例月出納検査

5月 

1日　懲罰特別委員会
10日　議会運営委員会/商工会総会
13日　観光協会総会
14日　議会全員協議会/第1回議会臨時会
15日　生坂中学校バイオリンコンサート
16日　道の駅いくさかの郷定例会
17日　やまなみ荘定例会
21〜22日　全国正副議長研修会（東京）
28日　戦没者追悼式/ゼロカーボン推進プロジェクト会議
29日　生坂農業未来創りプロジェクト会議
30日　「はるかぜ」検討委員会
31日　例月出納検査

6月 

1日　小学校運動会
2日　体育協会村長杯争奪前記ゲートボール大会
3日　議会運営委員会/議会全員協議会
4日　社協理事会
6日　地域支え合い推進会議
7日　議会全員協議会
12日　6月定例会　開会
13日　本会議・一般質問
14日　総務建経常任委員会
17日　社会文教常任委員会

18日　やまなみ荘定例会
19日　ゼロカーボン推進プロジェクト会議
20日　本会議・追加議案・閉会議会全員協議会・議会改革検討会
	 道の駅いくさかの郷定例会
21日　社協評議委員会
23日　松本消防協会ポンプ操法ラッパ吹奏大会報告会
24日　（公財）農業公社評議委員会
26日　議会だより編集委員会/「はるかぜ」検討委員会
	 例月出納検査
27日　生坂農業未来創りプロジェクト会議
	 赤とんぼフェスティバル実行委員会区長合同会議
28日　福祉センター運営委員会
30日　下生野築堤事業起工式

7月 

1日　松本広域連合議会運営委員会（松本市）
３日　議会全員協議会
4日　大町ダム等再編事業促進期成同盟会総会（大町市）
8日　松本広域連合議会臨時会（松本市）/学校給食運営委員会
９日　議会だより編集委員会
10日　大町麻績インター千曲線整備促進期成同盟会総会
	 （筑北村）
11日　地域高規格道路松本糸魚川連絡道路建設促進期成同盟
	 会総会（松本市）
12日　長野県町村議会議員研修会（松本市）
１６日　議会改革検討委員会
１７日　議会全員協議会
１９日　やまなみ荘定例会/道の駅いくさかの郷定例会
２４日　ゼロカーボン推進プロジェクト会議
26日　地域高規格道路松本糸魚川連絡道路　長野県側ルート
	 建設促進協議会総会（大町市）
	 「はるかぜ」検討委員会
２９日　生坂農業未来創りプロジェクト会議
31日　犀川（生坂・大町・長野間）改修期成同盟会
	 一般国道19号（生坂・大町・長野間）整備期成同盟会
	 （長野市）
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（主なものを掲載）



生
坂
村
移
住
者
田
舎
体
験
ハ
ウ
ス
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問　
申
し
込
み
は
農
業
公
社
1
件
だ
け

だ
っ
た
の
か
。

答　
1
件
の
み
。

問　
年
間
ど
の
位
利
用
し
て
い
る
の
か
。

答　
1
カ
月
単
位
の
長
期
利
用
で
5
組
、

短
期
の
利
用
で
、
2
組
、
年
間
で
7
組
が

利
用
し
て
い
る
。

一

般

会

計

予

算

総
務
課
関
係

問
　
令
和
6
年
度
分
の
議
会
会
議
録
作

成
費
用
も
増
額
す
べ
き
で
は
。

答　
委
託
先
の
進
捗
状
況
に
よ
り
順
次

補
正
を
考
え
る
。

問　
第
2
の
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
村
外
か
ら
継
続

参
加
者
10
名
募
集
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う

条
件
で
選
定
す
る
の
か
。

答　
生
坂
村
の
観
光
大
使
と
な
り
え
る

方
を
面
接
な
ど
で
決
定
し
て
い
く
。

問　
第
2
の
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等
に
合
わ
せ
て
京
ヶ
倉
登
山
で
の
動
植
物

等
の
説
明
が
で
き
る
専
門
の
ガ
イ
ド
の
育

成
も
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答　
ガ
イ
ド
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

の
で
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
い
く
さ
か
創
造
の
森
の
活
動
に
参

加
す
る
対
象
者
は
継
続
参
加
で
き
る
人
を

増
や
す
こ
と
が
事
業
を
推
進
し
て
い
く
の

に
良
い
の
で
は
。

答　
そ
の
点
も
踏
ま
え
て
参
加
希
望
者

を
募
集
し
て
い
き
た
い
。

問　
第
2
の
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

「
生
物
多
様
性
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
」
な
ど
の
自
然
学
習
を
村
内
の
子
供
達

も
対
象
に
行
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
。

答　
実
証
し
な
が
ら
今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
第
2
の
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
、
そ
れ
を
ど
う
人
口
増
加
に
繋
げ

て
い
く
の
か
。

答　
観
光
大
使
で
村
の
P
R
も
し
な
が

ら
、こ
れ
か
ら
は
U
タ
ー
ン
で
村
に
戻
っ

て
来
る
人
を
増
や
す
こ
と
も
考
え
て
い
き

た
い
。

振
興
課
関
係

問　

単
身
者
向
け
定
住
促
進
住
宅
は

Zゼ
ッ

チ
E
H
住
宅
に
な
る
の
か
。

答　
Z
E
H
住
宅
で
建
設
す
る
。

問　
上
手
地
区
の
定
住
促
進
住
宅
予
定

地
で
周
辺
の
竹
や
ぶ
や
、
水
が
溜
ま
り
や

す
い
場
所
が
あ
る
が
対
応
し
て
も
ら
え
る

の
か
。

答　
適
切
な
対
応
し
て
い
く
。

Z
E
H
と
は

　
「
Z
E
H
（
ゼ
ッ
チ
：
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
）」
と

は
、
高
効
率
・
高
断
熱
の
省
エ
ネ

技
術
と
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
創

エ
ネ
技
術
に
よ
っ
て
、
家
庭
で
使

用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
太
陽
光

発
電
な
ど
で
創
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

バ
ラ
ン
ス
し
て
、
1
年
間
で
消
費

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
質
的
に
ゼ

ロ
以
下
に
す
る
住
宅
の
こ
と
。

総
務
建
経
常
任
委
員
会

4

ニホンカモシカ

田舎体験ハウス

対処を求められる竹やぶ



生
坂
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
に
つ
い
て

寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
範
囲
の
規
定
の

整
備
に
よ
る
改
正
。
ま
た
、
固
定
資
産
税

の
非
課
税
の
範
囲
に
つ
い
て
、
法
律
改
正

に
合
わ
せ
て
改
正
す
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算

住
民
課
関
係

問　
や
ま
な
み
荘
浴
室
改
修
時
に
ジ
ェ
ッ

ト
バ
ス
な
ど
特
色
が
出
せ
な
い
か
。

答　
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
は
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

が
発
生
し
や
す
く
、
衛
生
管
理
が
難
し
い

た
め
、
や
ら
な
い
。

問　
や
ま
な
み
荘
改
修
に
、
断
熱
改
修
等

脱
炭
素
事
業
交
付
金
は
出
る
の
か
。

答　
今
回
は
交
付
金
に
該
当
し
な
い
部
分

の
改
修
を
行
う
も
の
で
、
全
額
過
疎
債
を

充
て
る
。

問　
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ

る
人
に
対
し
、
調
整
給
付
金
が
支
給
さ
れ

る
が
、
対
象
人
数
・
額
の
見
込
み
は
。

答　
所
得
税
で
2
5
9
名
、
9
0
0
万

円
、
住
民
税
で
76
名
、
1
0
4
万
円
の

見
込
み
。

問　
定
額
減
税
の
仕
組
み
が
複
雑
。
事

務
が
煩
雑
に
な
ら
な
い
か
。

答　
シ
ス
テ
ム
改
修
で
対
象
者
が
分
か
り
、

給
付
額
が
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
申

請
書
も
作
成
で
き
る
の
で
助
け
に
な
る
。

健
康
福
祉
課
関
係

問　
非
課
税
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の

対
象
者
は
。

答　
令
和
6
年
度
に
新
た
に
住
民
税
所

得
割
の
非
課
税
世
帯
に
な
っ
た
世
帯
。
対

象
世
帯
に
は
1
世
帯
あ
た
り
10
万
円
の
給

付
、
こ
の
世
帯
に
関
わ
る
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
1
人
あ
た
り
5
万
円
の
加
算
金
が
つ

く
。
昨
年
度
対
象
者
は
、
今
回
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
。

問　
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
使
っ
て
、
公

共
交
通
の
乗
り
方
を
周
知
す
る
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
効
果
な
ど
の
検
証
は
。

答　
地
域
支
え
合
い
推
進
会
議
の
中
で
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
証
し
て
進
め
る
。

教
育
委
員
会
関
係

問　
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

は
公
平
に
給
付
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
金
額
に
つ
い
て
は
公
定
価
格
が
あ
り
、

決
ま
り
や
基
準
に
則
っ
て
給
付
し
て
い
る
。

問　
一
星
亭
の
耐
震
化
が
出
来
な
い
か
。

答　
建
物
の
活
用
方
法
が
決
ま
っ
て
い
な

い
の
で
、
ま
だ
お
金
が
か
け
ら
れ
な
い
。

問　
一
星
亭
の
資
料
保
存
に
つ
い
て
。

答　
保
存
に
資
す
る
資
料
は
、
き
ち
ん
と

目
録
を
作
っ
た
上
で
保
存
す
る
。

問　
村
民
運
動
会
を
行
う
の
が
難
し
く
な

り
、
今
年
か
ら
い
く
さ
か
健
康
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
い
く
ス
ポ
」
が
行
わ

れ
る
。
年
間
開
催
数
と
そ
の
財
源
は
。

答　
年
1
回
。
村
民
運
動
会
の
予
算
。

問　
「
い
く
ス
ポ
」
を
小
学
校
の
運
動
会

と
一
緒
に
開
催
で
き
な
い
か
。

答　
子
ど
も
達
の
発
表
の
時
間
が
削
ら
れ

る
、
準
備
が
全
て
学
校
側
に
な
る
の
で
は
、

と
の
心
配
が
あ
る
。
今
年
度「
い
く
ス
ポ
」

を
や
っ
て
み
て
、
検
討
し
て
い
く
。

請
　
　
願

「
へ
き
地
教
育
振
興
に
鑑
み
、
へ
き
地
手

当
等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に
求
め
る
請
願

に
つ
い
て

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
育
予

算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て

・
請
願
内
容
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
国
に
意

見
書
を
提
出
す
べ
き
と
決
定
。

陳
　
　
情

訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護

報
酬
を
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行

う
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速
や

か
な
批
准
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

・
陳
情
内
容
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
国
に
意

見
書
を
提
出
す
べ
き
と
決
定
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会
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5 月 1 4 日 臨 時 議 会5 月 1 4 日 臨 時 議 会

6 月 定 例 会6 月 定 例 会

内　　容：生坂村では5,000万円以上の契約を締結する際には、議会の承認が必要と定められているの
で、令和6年度予算で計上されている「やまなみ荘」に導入する「木質チップボイラーの建
設工事とボイラー購入費用」を合わせた8,140万円の工事請負契約の締結について議会の承
認を求めるもの。

反対討論：昨年ボイラー、森林の調査・設計をした成果報告書が出されていない。木質チップを誰がど
のようにつくるのか、いくらかかるのか、事業性・採算性も分からないので賛成はしかねる。
5社への指名競争入札だったが、一般競争入札にして広く募った方が安くなったかもしれ
ない。

賛成討論：なし
結　　果：賛成多数　承認することに決定　※左図参照

《議案第 28 号》 建設工事請負契約の締結について

内　　容：島議員より平田・山本・藤澤・望月・字引・吉澤の各議員が提出した決議に対して、不当だとし
て処分を要求したもの
・懲罰特別委員会の委員の選定は、議会会議規則に則り選出されている。

反対討論：情報発信する1議員に対し、議会の意思として決議を出したことは、法的拘束力がなくとも
少数意見者への圧力と感じる。決議書に名を連ねるとき、同調圧力はなかったのか。懲罰特
別委員会では陳述もなく、各議員が決議書に名を連ねた経緯も分からず、審議は不十分と
考える。

賛成討論：懲罰特別委員会では、審議にあたる委員が当事者となる為、公平を期すため第三者の意見
を求め、「当該決議により議員としての活動が制約されるのでもなく、表現の自由を違
法に侵害するものでもないことから、憲法第21条並びに地自法第132条に反する違法な
行為ではない」とのご意見をいただいていることから、処分なしでよい。

結　　果：賛成多数

《追加議案》 6名の議員に対する処分要求について

反対討論：マイクログリッドの債務負担行為８億8800万円は費用対効果、事業の継続性を示してか
ら出すべき。2年未公開の議会会議録作成委託料を増額し、知る権利をすぐに確保すべき。

賛成討論：３月定例会令和６年度予算連合審査委員会で対象事業費について慎重審議し本会議で決定
した案件であり、その事業を計画通り進めていく上の適切な手続きとして賛成する。

《議案第 32 号》 生坂村一般会計補正予算【第1号】
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一般質問とは…「議員がフリーテーマで執行部に質問・提案を行う場」で、
議員独自のカラーが出せる貴重な機会です。村民の生活に関わる様々な
声を村政に届け、議論が行われます。※質問は一般事務に限ります。

村政村政そこが知りたい !!そこが知りたい !!

6 名の議員が一般質問

一般質問
6月
定例会

7P〔上〕 吉澤弘
ひろみち

迪 議員

○農業振興と土地利用について

7P〔下〕 島　幸
ゆきえ

恵 議員

○脱炭素先行地域づくり事業について

○生物多様性保護について

8P〔上〕 字引文
ふみたけ

威 議員

○バイオマス木材燃料について
○太陽光発電施設のケーブル窃盗事案につ
いて

8P〔下〕 平田勝
かつあき

章 議員

○農業の現状と課題について
○村営住宅の管理内容について

9P〔上〕 望月典
のりこ

子 議員

○空き家問題の今後の対応について

9P〔下〕 山本吉
よしと

人 議員

○京ヶ倉登山など生坂村のアウトドアフィールドの
観光、レジャーの展望について

QRコードを読み込むと
一般質問が見られます

傍聴もできますので、
お越し下さい。
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吉澤弘迪議員

島幸恵議員

ぶ
ど
う
専
業
農
家
向
け
新
規
圃
場
は

振
興
課
長　

上
生
坂
万
平
に
１
６
０
ａ
ほ
ど
の

圃
場
整
備
が
で
き
そ
う

返
済
で
き
な
い
場
合
の
最
終
的
な
責
任
は

誰
が
負
う
の
か

副
村
長　

会
社
の
取
締
役
及
び
役
員

問　

ぶ
ど
う
専
業
農
家
か
ら
新
規
拡
大
の
為

の
新
規
圃
場
の
要
請
と
農
業
公
社
か
ら
は
、実

習
生
の
就
農
の
た
め
に
必
要
な
圃
場
の
要
請
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

振
興
課
長　

上
生
坂
万
平
常
会
か
ら
、ぶ
ど
う

畑
へ
の
圃
場
整
備
の
要
請
が
あ
っ
た
。最
適
土

地
利
用
総
合
対
策
事
業
で
利
用
す
る
農
地
を

明
確
に
し
、松
本
地
域
振
興
局
や
長
野
県
土
地

改
良
事
業
団
体
と
現
地
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
1
6
0
a
ほ
ど
の
圃
場
整
備
が
実
現
で
き
そ

う
で
あ
る
。

問　

中
山
間
地
域
集
落
組
合
は
補
助
金
に
よ
っ

て
水
田
の
環
境
整
備
、転
作
に
よ
る
荒
廃
地
の

解
消
に
努
め
る
が
、組
合
員
の
高
齢
化
に
よ
り

組
合
員
が
減
少
し
て
事
業
を
積
極
的
に
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。

（
イ
）省
力
化
の
た
め
の
大
型
機
械
導
入
の
補

助
・支
援

（
ロ
）都
市
の
労
働
組
合
・
大
学
と
協
定
を
結
ん

で
援
農
に
よ
る
農
業
体
験
事
業
を
提
案
す
る
が
。

副
村
長　
（
イ
）農
水
省
の
集
落
営
農
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
事
業
で
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
を
行
う
と
農
業
機
械
購
入
に
対
し
て
は
1
／

2
の
補
助
が
あ
る
の
で
検
討
を
要
す
る
。

（
ロ
）都
市
の
労
働
組
合
や
大
学
と
協
定
を
結

ん
で
、田
畑
の
作
業
、収
穫
に
お
手
伝
い
を
頂

く
こ
と
は
新
し
い
事
業
で
、や
ま
な
み
荘
へ
の

誘
客
、ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
に
も
つ
な
が

る
。当
村
は
、U
A
ゼ
ン
セ
ン
長
野
支
部
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
の
で
協
力
依
頼
を
検
討
し

た
い
。

問　

国
で
は
、農
業
基
本
法
が
改
正
さ
れ
農
業

の
必
要
性
に
つ
い
て
従
来
と
異
な
っ
た
意
味
で

検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
れ
に
従
っ
て
当

村
の
農
業
振
興
も
異
な
っ
た
方
向
で
検
討
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

（
イ
）生
坂
農
業
未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

の
検
討
内
容
を
道
の
駅
の
売
上
中
心
か
ら
農
業

の
将
来
に
向
け
て
の
対
応
検
討
に
変
更
す
る
。

（
ロ
）中
断
し
て
い
る
農
業
懇
談
会
を
再
開
す

る
。以
上
を
提
案
す
る
。

村
長　
（
イ
）生
坂
農
業
未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
で
道
の
駅
の
売
り
上
げ
を
テ
ー
マ
に
し

た
の
は
、農
業
所
得
・
生
産
意
欲
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
た
め
。

今
後
、農
業
基
盤
促
進
法
の
地
域
計
画
を
策
定

す
る
の
で
、持
続
可
能
な
農
業
経
営
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

（
ロ
）地
域
計
画
は
毎
年
見
直
し
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、令
和
7
年
以
降
も
地
域
ぐ
る
み

の
話
合
い
は
継
続
し
全
村
的
な
農
業
懇
談
会
は

必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
。

問　

今
年
度
、
太
陽
光
発
電
設
備
と

蓄
電
池
設
置
事
業
が
、
㈱
い
く
さ
か

て
ら
す
か
ら
平
林
建
設
㈱
に
委
託
さ
れ

た
。
事
業
費
か
ら
環
境
省
の
交
付
金

3
億
9
2
3
4
万
3
千
円
を
引
い
た
差

額
、
1
億
6
2
0
4
万
7
千
円
は
自
社

で
資
金
調
達
を
す
る
。
松
本
信
用
金
庫
か

ら
融
資
が
受
け
ら
れ
る
か
。

副
村
長　

融
資
し
て
い
た
だ
く
予
定
。

問　

い
く
さ
か
て
ら
す
が
金
融
機
関
に
提

出
し
た
詳
細
な
事
業
計
画
は
村
民
に
開
示

さ
れ
る
か
。

副
村
長　

村
政
懇
談
会
と
同
時
開
催
さ
れ

る
脱
炭
素
説
明
会
で
説
明
す
る
。

問　

万
が
一
返
済
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
の
最
終
的
な
責
任
は
誰
が
負
う
の
か
。

副
村
長　

会
社
の
取
締
役
及
び
役
員
。

問　

取
締
役
が
個
人
と
し
て
返
済
す
る
の

で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

副
村
長　

そ
の
時
の
状
況
で
責
任
の
取
り

方
が
異
な
り
、
株
主
の
意
見
を
聞
く
必
要

が
あ
り
、
こ
の
場
で
答
え
ら
れ
な
い
。

問　

融
資
を
受
け
る
際
、
債
務
補
償
や
担

保
は
求
め
ら
れ
た
か
。
ま
た
、
増
資
を
考

え
て
い
る
か
。

副
村
長　

求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
増
資
は

考
え
て
い
な
い
。

問　

当
初
予
算
審
議
当
日
に
、
多
岐
に
渡

る
設
備
の
型
番
が
載
っ
た
資
料
が
配
布
さ

れ
た
。
審
議
を
し
な
が
ら
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
検
索
し
、
理

解
す
る
の
は
難
し
い
。
何
か
対
策
は
。

総
務
課
長　

議
案
は
当
日
机
上
に
あ

れ
ば
よ
い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
解
釈
。

意
見
と
し
て
受
け
止
め
で
き
る
体
制
を

整
え
る
。

問　

観
光
庁
の
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
の
生
物
多
様
性
保
護
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
村
の
子
ど
も
達
が
ネ
ー
チ
ャ
ー
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
を
学
ぶ
機
会
が
も
て
な
い
か
。

村
長　

取
り
組
み
は
特
に
な
い
。
子
ど
も

達
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問　

松
枯
れ
対
策
の
空
中
散
布
を
し
て
い

る
所
も
松
が
枯
れ
て
い
る
。
散
布
の
効
果

が
あ
る
の
か
。
生
物
多
様
性
保
護
の
観
点

か
ら
も
対
応
を
考
え
る
べ
き
で
は
。
伐
倒

後
植
林
な
ど
し
て
い
る
か
。

振
興
課
長　

自
然
に
生
え
る
の
を
待
つ
。

意
見　

有
機
給
食
・
農
業
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
自
然
環
境
や
生
物
多
様
性
の
保
護

が
で
き
る
。
是
非
推
進
し
て
ほ
し
い
。
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脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
も
令
和
6
年
度
に
入

り
、調
査
、実
施
設
計
業
務
も
進
ん
で
い
る
。

5
月
臨
時
会
に
は「
や
ま
な
み
荘
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
設
置
工
事
」も
契
約

し
、来
年
2
月
末
に
設
置
完
了
予
定
。本
年
4

月
よ
り
民
家
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ

等
の
導
入
補
助
事
業
も
ス
タ
ー
ト
。

問
　「
村
内
森
林
調
査
等
」の
進
捗
状
況
並
び

に
調
査
結
果
は
。

総
務
課
長　

調
査
の
結
果
、村
内
林
業
適
地

で
の
資
源
量
5
0
，2
2
0
立
米
、う
ち
適
地

で
の
広
葉
樹
は
2
3
，4
0
0
立
米
と
約
半

分
。ペ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
薪
材
の
活
用
も
有

効
。森
林
整
備
は
、脱
炭
素
の
推
進
だ
け
で
な

く
、村
の
地
域
課
題
で
あ
り
、財
政
負
担
を
配

慮
し
た
継
続
的
な
構
築
が
で
き
る
よ
う
、慎
重

に
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
使
用
施
設
と

そ
の
規
模
の
見
通
し
と
、そ
の
村
内
材
供
給
量

は
何
年
分
位
の
供
給
量
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
使
用

す
る
施
設
と
し
て
は
、や
ま
な
み
荘
に
導
入
予

定
の
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
規
模
が
大
き
く
年

間
1
0
0
ト
ン
か
ら
1
2
0
ト
ン
。そ
の
他
の

公
共
施
設
、民
家
に
導
入
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
の
暖
房
機
器
を
含
め
年
間
3
5
0
ト
ン
程

度
の
供
給
が
必
要
。供
給
可
能
量
は
お
よ
そ

70
年
分
を
賄
え
る
。

問　

森
林
所
有
者
へ
の
協
力
依
頼
は
ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
取
っ
て
い
く
の
か

副
村
長　

同
意
手
続
き
は
、不
在
地
主
や
所

在
不
明
な
方
の
土
地
の
確
認
等
は
、時
間
を
要

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、村
内
在
住
の
皆
様
の

ご
協
力
も
必
要
。森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
の

人
材
確
保
の
ほ
か
、土
地
把
握
に
関
す
る
関
係

機
関
の
協
力
を
頂
き
、手
続
き
を
進
め
る
。

問　

森
林
整
備
も
踏
ま
え
、ど
の
よ
う
な
場
所

か
ら
進
め
ら
れ
る
の
か
。

副
村
長　

伐
採
可
能
な
場
所
、ま
た
村
有
林

な
ど
、比
較
的
早
期
に
着
手
が
可
能
な
場
所
な

ど
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
順
次
計
画
し
て
い
く
。民

有
林
に
関
し
て
は
、整
備
が
必
要
な
優
先
箇
所

や
作
業
が
可
能
な
箇
所
を
選
定
し
な
が
ら
、段

階
的
に
計
画
し
て
い
く
。

問　

雇
用
の
創
出
と
し
て
木
質
燃
料
チ
ッ
プ
、

ペ
レ
ッ
ト
の
村
内
生
産
も
考
え
ら
れ
る
が
。

副
村
長　

チ
ッ
プ
施
設
を
整
備
す
る
の
で
は

な
く
民
間
か
ら
の
購
入
を
予
定
。ほ
か
薪
の

需
要
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
村
内
で
は

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
や
高
津
屋
森
林
公
園
管

理
組
合
、民
間
か
ら
の
供
給
も
行
な
わ
れ
る

こ
と
が
期
待
。

問　

村
外
者
所
有
の
農
地
は
荒
廃
地
と

な
っ
て
お
り
、条
例
を
作
る
な
ど
し
て
対

策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
、農
地

の
状
況
調
査
を
行
い
、遊
休
農
地
が
確
認

さ
れ
た
場
合
に
は
利
用
意
向
調
査
を
行
い
、

農
地
の
利
用
の
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
必

要
な
斡
旋
、そ
の
他
農
地
の
利
用
関
係
の

調
整
を
行
い
、農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

運
用
を
継
続
し
て
い
く
。

問　

農
業
公
社
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
、生
坂
農
業
の
対
応
に
即
し
な
い
こ
と

か
ら
人
員
確
保
や
機
械
の
導
入
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

振
興
課
長　

農
業
公
社
で
は
農
地
の
賃
借
、

管
理
耕
作
、農
作
業
受
託
、農
業
技
術
研

修
な
ど
、役
割
は
大
き
い
が
、将
来
の
農
地

利
用
の
在
り
方
の
明
確
化
と
共
に
、国
や

県
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
、持
続
可
能
な

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

近
隣
市
町
村
か
ら
誘
客
し
、市
民
農

園
を
開
設
し
、農
地
の
有
効
利
用
は
図
れ

な
い
か
。

振
興
課
長　

市
民
農
園
の
開
設
に
つ
い
て

は
、農
地
の
賃
借
な
ど
の
課
題
も
含
め
て

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
営
住
宅
の
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　

村
営
住
宅
に
入
居
す
る
場
合
の
契
約

内
容
は
。

振
興
課
長　

村
営
住
宅
へ
入
居
す
る
に
は

村
営
住
宅
入
居
決
定
書
を
発
行
し
、住
宅

使
用
に
つ
い
て
の
心
得
と
、施
設
の
修
理

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
費
用
負
担
、損

害
賠
償
に
つ
い
て
等
、細
か
く
記
さ
れ
た

書
面
を
渡
し
て
い
る
。消
耗
品
類
や
建
具

の
小
規
模
修
理
、壁
紙
の
張
替
、障
子
の

張
替
、給
排
水
設
備
の
簡
易
的
な
修
理
等

は
入
居
者
に
ご
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
。

規
則
並
び
に
村
長
の
指
示
す
る
事
項
を
遵

守
い
た
だ
く
よ
う
、入
居
者
か
ら
連
帯
保

証
人
を
立
て
て
誓
約
書
を
提
出
い
た
だ
い

て
い
る
。

問　

退
去
す
る
場
合
は
入
居
者
と
職
員
立

ち
合
い
の
元
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

振
興
課
長　

退
去
時
に
入
居
者
立
会
い
の

下
、職
員
2
名
体
制
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

項
目
ご
と
、細
か
く
建
物
及
び
設
備
等
の

状
況
確
認
を
行
っ
て
い
る
。入
居
者
が
行

う
べ
き
修
繕
箇
所
が
あ
る
場
合
に
は
、そ

の
場
で
説
明
を
行
い
了
解
い
た
だ
い
て
い

る
。修
繕
が
必
要
な
場
合
は
敷
金
か
ら
補

填
し
て
い
る
。
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村
外
所
有
者
の
荒
廃
地
は

条
例
を
作
っ
て
対
応
す
べ
き
で
は

村
長　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く
運
用
を

継
続
し
て
い
く

字引文威議員

バ
イ
オ
マ
ス
木
材
燃
料
に
つ
い
て

総
務
課
長　

供
給
可
能
量
は

お
よ
そ
70
年
分
を
賄
え
る



空
き
家
の
増
加
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
生
坂
も
令
和
4
年
の
資
料
に
よ

る
と
世
帯
数
7
1
4
に
対
し
空
き
家

は
2
3
4
、
北
部
の
方
が
割
合
は
高
い
。

本
村
も
空
き
家
バ
ン
ク
、
補
助
金
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
。

問　

現
時
点
で
の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
は

何
件
か
、
そ
の
中
で
賃
貸
物
件
は
何
件
か
。

総
務
課
長　

令
和
5
年
の
登
録
は
11
件
、

う
ち
賃
貸
は
4
件
で
、
賃
貸
の
内
訳
は
事

業
所
1
件
住
宅
3
件
で
現
在
は
4
件
の
売

却
物
件
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

問　

村
が
空
き
家
を
買
い
上
げ
て
公
共
施

設
、
た
と
え
ば
皆
が
寄
っ
て
お
喋
り
し
た

り
相
談
で
き
る
施
設
や
、
民
泊
や
古
民
家

レ
ス
ト
ラ
ン
を
や
り
た
い
人
に
貸
し
出
す

と
い
う
の
は
ど
う
か
。
交
流
人
口
増
や
経

済
効
果
が
上
が
る
と
思
う
が
。

村
長　

村
が
購
入
又
は
借
り
受
け
し
た
物

件
は
併
せ
て
12
件
で
、
田
舎
体
験
ハ
ウ
ス
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
新
規
就
農
者
住
宅

と
し
て
利
活
用
し
て
い
る
。

村
が
空
き
家
を
買
い
上
げ
た
上
で
移
住

と
起
業
の
セ
ッ
ト
に
よ
る
利
用
、
公
共

施
設
と
し
て
の
活
用
は
可
能
だ
が
、
家

の
状
態
や
立
地
条
件
が
判
断
材
料
に
な

る
。
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
頂
い

て
い
た
が
、
こ
れ
に
加
え
今
年
度
か
ら

民
間
が
行
っ
て
い
る
空
き
家
の
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
所
有
者
と
利
用

希
望
者
の
双
方
が
情
報
提
供
と
情
報
取

得
を
出
来
る
よ
う
に
し
た
。
今
後
空
き

家
の
利
用
の
幅
が
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

頂
い
た
意
見
に
関
し
て
は
利
用
希
望
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
利
用
目
的
、
物
件
の

状
況
、
所
有
者
の
意
向
な
ど
を
考
慮
し
た

上
で
借
り
る
の
か
、
買
い
取
る
の
か
も
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

空
き
家
活
用
支
援
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

今
後
も
含
め
た
空
き
家
利
活
用
の
た
め
に

活
動
し
て
も
ら
う
の
は
ど
う
か
。

村
長　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
定
期
的
に

状
況
の
把
握
や
意
向
調
査
な
ど
し
て
い
る
。

村
長
と
し
て
は
是
非
、
U
タ
ー
ン
者
人
口

を
増
や
し
た
い
と
切
望
し
て
い
る
。

提
言　

村
の
商
業
分
野
が
活
発
化
す

れ
ば
企
業
進
出
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。

働
く
場
が
増
え
れ
ば
U
タ
ー
ン
に
繋
が

る
。
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

問　

京
ヶ
倉
の
登
山
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
現
在
ま
で
大
城
、
京
ヶ
倉
を
世

に
出
す
会
、
生
坂
村
観
光
協
会
が
中
心

に
し
て
き
た
と
思
う
が
、
高
齢
化
も
進

み
若
手
の
参
入
が
必
要
と
考
え
る
。
今

後
人
材
確
保
も
含
め
維
持
管
理
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

振
興
課
長　

京
ヶ
倉
登
山
の
フ
ァ
ン
の

方
達
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
維

持
管
理
作
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
会
の
存
続
を
考
え
て
い
き
た
い
。

村
民
の
方
も
含
め
会
員
募
集
の
配
信
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

京
ヶ
倉
登
山
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ア

ク
セ
ス
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
登
山
者

が
多
く
い
る
。改
善
等
考
え
て
い
る
の
か
。

振
興
課
長　

万
平
に
車
を
置
い
て
入
山

し
て
下
生
坂
に
下
山
し
た
場
合
、
車
ま

で
戻
る
に
は
、
国
道
、
村
道
を
経
由
し

て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

例
え
ば
E
V
カ
ー
ト
（
ゴ
ル
フ

場
で
使
わ
れ
て
い
る
移
動
車
両
）
を
使

え
ば
無
人
で
送
迎
が
出
来
る
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
脱
炭
素
活
動
に
も
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

振
興
課
長　

そ
の
点
も
踏
ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

生
坂
村
の
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
の
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
を
広
め
る
た
め

に
も
各
自
治
体
や
専
門
機
関
と
の
連
携

が
必
要
と
考
え
る
が
。

村
長　

生
坂
村
で
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
専
門
家

の
指
導
が
必
要
で
す
し
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド

ア
フ
ィ
ー
ル
ド
の
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
を

広
め
て
い
く
に
は
近
隣
自
治
体
や
専
門

の
企
業
と
の
連
携
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問　

例
え
ば
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

大
手
で
あ
る
モ
ン
ベ
ル
の
フ
レ
ン
ド
エ

リ
ア
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
生
坂
村
の

ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
の
観
光
、
レ

ジ
ャ
ー
の
P
R
、
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
も
円
滑
に
出
来
る
と
考
え
る
が
。

村
長　

生
坂
村
の
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
の
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
の
P
R
、
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
も
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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京
ヶ
倉
登
山
な
ど
生
坂
村
の
ア
ウ
ト
ド
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
の
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
の
展
望
に
つ
い
て

村
長　

近
隣
自
治
体
や
専
門
の
企
業
の
方
々
と
の

連
携
は
必
要
と
考
え
て
い
る

望月典子議員

空
き
家
問
題
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

村
長　

空
き
家
の
利
活
用
は
目
的
、

物
件
の
状
況
、
所
有
者
の
意
向
等
を
考
慮
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
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編

集

後

記

今
年
の
春
先
は
遅
霜
も
無
く
ぶ
ど

う
や
梅
な
ど
の
果
樹
の
生
育
は
順
調

の
よ
う
で
す
が
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
高
齢
化
な
ど
で
遊
休
農
地
が

増
え
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
問
題
解

決
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
で
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
時
い
つ
も
思
う

の
だ
が
、
作
る
方
は
如
何
に
読
み
や

す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
を
心
が
け

て
い
る
の
だ
が
、
読
み
手
の
立
場
の

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
読

ん
で
お
ら
れ
る
の
か
、
感
想
を
聞
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（

平
田
勝
章
）

編
集
・
発
行
責
任
者

　
　

議　
　

長　

太
田　
　

讓

編
集
委
員

　
　

委
員
長　

藤
澤　

幸
恵

副
委
員
長　

字
引　

文
威

　
　

委　
　

員　

島　
　

幸
恵

　
　

山
本　

吉
人

　

平
田　

勝
章

こ
れ
ま
で
の
検
討
会
で
は
、
村
民
に

議
会
を
知
っ
て
も
ら
う
施
策
や
、
な
り

手
不
足
の
解
決
に
向
け
た
意
見
を
出
し

合
い
、
当
議
会
初
と
な
る
模
擬
議
会
と

中
学
生
議
会
の
開
催
・
議
員
資
質
の
向

上
を
目
的
と
し
た
政
策
工
程
シ
ー
ト
の

作
成
・
報
酬
改
定
・
談
話
室
「
山
彦
」

の
開
設
・
消
火
栓
ペ
イ
ン
ト
作
業
と

様
々
な
施
策
と
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
出
張
「
山
彦
」
・
報
酬
・

な
り
手
不
足
等
を
議
題
と
し
て
、
現
状

に
併
せ
た
変
化
、
ま
た
新
た
な
施
策
な

ど
検
討
を
進
め
話
合
い
を
続
け
て
い
る

最
中
で
す
。
引
続
き
座
長
を
中
心
に

し
っ
か
り
議
論
を
し
て
、
課
題
解
決
で

き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
改
革
検
討
会

議
会
改
革
検
討
会

ハ
チ
ク
の
会
に
入
っ
て
何
年
に
な

り
ま
す
か
。

　

設
立
当
初
か
ら
だ
か
ら
25
年
位

に
な
る
か
な
。

す
ご
〜
い
!
そ
ん
な
に
続
い
た
秘

訣
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

村
の
特
産
の
淡
竹
を
生
か
し
、

商
品
に
し
て
皆
に
知
っ
て
も
ら
う

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
事
と
、

気
の
合
う
仲
間
た
ち
に
巡
り
合
え

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
か
ら
。

米
や
野
菜
を
沢
山
つ
く
っ
て
い
る
し
、

本
業
は
農
家
と
思
っ
て
い
い
で
す
か
。

　

は
い
。
毎
日
周
り
の
鳥
た
ち
の
澄

ん
だ
鳴
き
声
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
に
は
気
を
付
け
て
い
る
よ
う

で
す
ね
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
も
受
け
て
ま
す
よ
ね
。

　

あ
れ
は
口
惜
し
か
っ
た
ナ
ア
。

だ
っ
て
私
が
接
種
を
終
わ
っ
た
す

ぐ
後
に
、
補
助
金
が
下
り
る
こ
と

が
決
定
し
た
ん
だ
か
ら
（
笑
）

趣
味
は
何
で
す
か
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
卓
球
、
書
道
。

ゴ
ル
フ
は
と
て
も
上
手
だ
と
皆
さ

ん
が
言
っ
て
ま
す
よ
。

　

村
や
地
区
の
大
会
に
よ
く
参
加

し
て
い
て
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

今
後
の
抱
負
を
ひ
と
つ
。

　

淡
竹
を
生
か
し
た
新
商
品
を
皆

で
開
発
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
皆
を
ま
と

め
、
仕
事
場
の
今
の
楽
し
い
雰
囲

気
を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応

援
し
て
い
ま
す
。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ　インタビュー

赤
あかはね
羽　勇

ゆうこ
子さん　

小立野在住
ハチクの会　副会長
女・人竹っこ倶楽部会員

自身も女・人竹っこ倶楽部で活躍
中の望月議員がインタビュー
してきました！

表
紙
の
写
真
の
お
願
い

　

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
写
真

は
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
議
会
編
集

委
員
が
撮
影
し
た
写
真
を
許
可

な
く
掲
載
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
掲
載
許
可
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。


